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甲南大学 社会連携機構 地域連携センター 

 

2026 年度「ぼうさい授業」募集要項 

 

１．本プロジェクトの概要 

東京海上日動火災保険㈱、神戸市と連携して、魚崎中学校の中学生向けに「ぼうさいの授業」を実施します。まず、東

京海上日動火災保険㈱、神戸市の協力のもと、学生自身が防災について学びます。そして、その学びを生かして、中学生

に向けた授業を学生が企画し実施するまでが、本プロジェクトの内容です。 

 

 

 

２．本プロジェクトの位置づけ ～実践形式の学習方法～ 

甲南大学地域連携センターでは、実社会での問題発見・解決型の取り組みを通じて、地域に根差した学び〔CBL

（Community Based Learning，コミュニティ・ベースド・ラーニング）〕を習得することに力を入れて取り組んでいます。 

問題解決型とは、少人数グループによる「問題発見・解決型学習」（Problem-Based Learning）のことです。グルー

プ討議、活動記録の作成、自己学習、成果報告など、統合的・創造的な学習に主眼を置いている実践形式の学習方法で

す。 

 

過去の「ぼうさい授業」の様子 

◆甲南大学と東京海上日動火災保険㈱ の関わり 

甲南学園の創立者である平生釟三郎は、明治27 年（ 1894 ）に、東京海上日動の前身 である 、東京海上保

険株式会社に入社します。その後、大阪支店長、ロンドン支店監督、神戸支店長などを歴任したのち、大正 6 年

（ 1917 ）に専務取締役に就任しました。大正 14 年（ 1925 ）に専務取締役を辞任し、翌 15 年に甲南学園理

事長に就任しました。このようなご縁もあり、今回、東京 海上日動火災保険㈱ との コラボ企画が実現しました。

東京海上日動火災保険㈱に興味のある方も是非参加してください。 
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３．主な取り組み 

①災害支援、防災の活動について、授業計画の立て方について、基礎知識を自ら学びます。 

②中学 2年生向けの授業計画を立てます。 

③神戸市危機管理室等、関係機関にヒアリング調査をします。 

④東京海上日動火災保険㈱や神戸市、魚崎中学校関係者にプレゼンテーションします。 

⑤魚崎中学 2年生に「ぼうさい授業」を計画および実施します。 

⑥活動を振り返り、今後の学びにつなげます。 

 

 

４．活動内容（予定） 

◎中学生への授業テーマ：「誰もができるだけ過ごしやすい避難所運営とは」 

◎対象：魚崎中学校 2年生 約 160人 

◎ゼミ：原則として、岡本キャンパスにて、後期・木曜・16時 20分～17時 50分 ※課題あり 

◎活動期間：7月～3月中旬  

  -7月：（昼休み）対面オリエンテーション(趣旨説明、課題説明など) 

  -10月 1日（木）：ゼミ開始／東京海上日動火災保険㈱によるオリエンテーション 

  -10月 15日（木）：甲南大学管財部によるレクチャー 

-10月 17日（土）：★「人と防災未来センター」見学 

-10月 22日（木）：神戸市危機管理室によるレクチャー 

  -10月～：学習、調査、授業企画の立案 

  -11月 26日（木）：中間報告（東京海上日動火災保険、神戸市危機管理室） 

  -12月 24日（木） 

：最終プレゼンテーション（魚崎中学校／東京海上日動火災保険／神戸市危機管理室） 

  -3月 9日（火）：「ぼうさい授業」本番 

 

 

５．単位認定について 

・本科目は、地域連携センターが募集するプロジェクト活動のうち、一定の要件を満たしたものを単位として認定する事前

登録科目です。 

・本科目は事前登録科目であるため、履修登録は地域連携センターを通してのみ可能です。 

・プロジェクトの申込に基づいて、「地域プロジェクトⅠ」（2 単位）または「地域プロジェクトⅡ」（2 単位）があらかじめ後

期に履修登録されています。なお、プロジェクト申込時に申し出れば、単位制限等の理由により、履修登録をせずにプロ

ジェクトに参加することは可能です。 

・【重要】本科目は、卒業単位としての取扱いや配当年次が、各学部・学科および学環によって異なります。必ず、各自で

『履修要項』を確認してください。 

   （例）経済学部の「地域プロジェクトⅠ」の配当年次は 2年次 

            →1年次生でプロジェクトに参加しても、単位修得はできません。 

・本科目は、事前登録科目のため、履修の削除および取消はできません。 

・「地域プロジェクトⅡ」の履修には、「地域プロジェクトⅠ」の単位修得が必要です。 

・「地域プロジェクトⅠ」と同じ地域プロジェクトによる「地域プロジェクトⅡ」の履修はできません。 

また、同年度に複数の地域プロジェクトを履修することはできません。 
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・プロジェクトへの参加状況などにより総合的に評価します。プロジェクトへの参加状況が不十分な場合は、成績評価が

「不可」となりますので、注意してください。 

・連携先の事情等により、プロジェクトの実施が中止になることがあります。  

 

 

６．スケジュール（案）  ★…重要 

日程 内容 

・6 月 02 日、03 日 

12 時 20 分～50 分 

事前説明会 

※いずれか 1 回参加 

6 月 19 日（金）17 時 00 分 応募締切 

6 月２２日（月）12 時 00 分 MyKONAN 掲示にて結果発表（★必ず確認すること） 

7 月中旬 

12 時 20 分～50 分 

★オリエンテーション【参加必須】 

自己紹介／スケジュール／役割分担／課題説明 

10 月 01 日（木） ゼミ開始／★東京海上日動火災保険株式会社よりレクチャー（予定） 

10 月 08 日（木） 課題の発表① 

10 月 15 日（木） 課題の発表②／★甲南大学管財部より防災設備と取り組みについてレ

クチャー（予定） 

10 月 17 日（土）10 時～12 時 ★「人と防災未来センター」見学 

10 月２２日（木） ★神戸市危機管理室レクチャー（予定） 

10 月 29 日（木） 授業企画アイデア検討 

11 月 05 日（木） 授業計画の検討 

11 月 12 日（木） 授業計画書の確認 

11 月 19 日（木） 授業計画書の完成 

11 月 26 日（木） ★中間報告（東京海上、神戸市） 

12 月 03 日（木） スライド確認 

12 月 10 日（木） スライド確認 

12 月 17 日（木） スライド案完成、教材完成 

12 月 24 日（木） ★最終プレゼンテーション 

（魚崎中学校、東京海上日動、神戸市） 

12 月 28 日（月） ★魚崎地区フィールドワーク（予定） 

1 月 7 日（木） プレゼンテーション資料完成 

1 月 14 日（木） プレゼンテーション演習 

3 月 8 日（月） 会場設営、直前準備、リハーサル 

3 月 9 日（火）８時～14 時 ★ぼうさい授業本番 

3 月 14 日（日） （期末レポート提出締切） 

※上記以外にも、必要に応じて活動する場合がある。 

※15時間程度の課題がある。 
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７．応募方法 

  ・募集人数：8名程度  ※応募多数の場合は、選考します。 

・事前説明会：6月 2日（火）、3日（水）12時 20分～50分【参加必須】 

  ・応募方法：上記の事前説明会に参加の上、募集要項をよく読み、右の QRコード、 

または「申込フォーム」より申し込んでください。 

※なお、どうしても事前説明会に参加できない場合は、募集要項をよく読ん

だ上で、右の QRコード、申し込んでください。 

   

・応募締切： 6月 19日（金）17時 00分 

    ※6月 22日（月）12時 00分 にMyKONANに結果を掲示します。必ず確認してください。 

    ※7月中旬にオリエンテーションを実施します。必ず参加してください。 

 

 

８．その他の注意事項 

（１）交通費の一部は、大学から補助があります。 

（2）地域の人々とともに具体的な事業に取り組むということは、大学生としての責任が生じます。地域を構成する一員とし

て、責任感を持って、最後まで行動してください。 

（3）参加学生は、チームとして行動します。年齢は問わず、平等な構成メンバーです。メンバー同士で、助け合ったり、励まし

合ったりしながら、良き“仲間”として活動してください。 

（4）本プロジェクトは、「ボランティア・サーティフィケイト」の対象事業です。プロジェクトの参加が活動実績に認められます

ので、同時にサーティフィケイトのエントリーを推奨します。 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

◎担当教員：岡村こず恵（全学教育推進機構全学共通教育センター 特任准教授） 

   ・11 号館 3 階：岡村研究室 

   ・e メール：okamura@konan-u.ac.jp 

◎事務室：地域連携センター（KOREC、コレック）12 号館 1 階（担当：臼井，うすい） 

・電話：078-435-2276（開室：月～金：9～17 時） 

・e メール：korec@ml.konan-u.ac.jp 

↑申込フォーム 

https://forms.cloud.microsoft/r/MLgt0YREdv
mailto:okamura@konan-u.ac.jp
mailto:korec@ml.konan-u.ac.jp

